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工事概要書

【建物概要】

構造：RC造

【工事概要】

【施工条件】

工事件名：東北大学（片平）金研スーパーコンピューター棟受変電設備改修工事

建物名称：スーパーコンピューター棟

延べ面積：７４３㎡

階数：地上２階建
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工事位置：宮城県仙台市青葉区片平二丁目1-1

：既存建物

：改修建物（本工事建物）

：放射線管理区域
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工事場所：宮城県仙台市青葉区片平二丁目1-1    
（東北大学片平団地構内 北地区）

工期：令和２年４月～令和２年８月

工事内容：

 本工事は、1階電気室（屋内閉鎖型、受電電圧6.6kV 
設備容量980kVA）及び高圧引込ケーブルの更新工事を
行なうものである。

□ 工事範囲・停電期間について
令和２年度の片平地区計画停電（令和２年８月９日
（日））に合わせて完成するように停電作業を計画
すること。
スーパーコンピューターのセキュリティのため、停
電期間中は昼夜問わず無人とならないようにするこ
と。



凡例

工事範囲

2,000

202号室

204

204号室

202

WC
(女 )

WC（男）

保守管理室

センター長室
201号室

プログラム開発室

システム開発室

203号室

ＮX5X4X3X2X1

20 ,0 00

5,0005,0005,0005,00 0

3, 50 01,5003,0002,000

配線ピット

階段室

廊下

201

4
,
0
0
0

Y 3

Y2

Y1

1
8
,
0
0
0

9
,
0
0
0

9
,
0
0
0

2
,
5
0
0

6
,
5
0
0

金研スーパーコンピューター棟２階平面図　Ｓ＝１／２００
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受変電設備　電気室詳細平面図　Ｓ＝１／５０

１５ ３ ２

受変電設備　電気室詳細断面図（Ａ－Ａ’）　Ｓ＝１／５０

受変電設備　ピット配線図　Ｓ＝１／５０

１

受変電設備凡例

２

３

４

５

高圧受電盤

低圧計算機盤

低圧動力盤№２

低圧電灯盤

接地端子盤

屋内閉鎖型

屋内閉鎖型

露出壁掛型

新設

既設再利用

接地線　（既設）

接地線　（既設）

既設接地線　（既設）

注　　記

１．図中の電気設備を新設する。

　　ただし、図中細点線表記の機器、盤、配線等は既設を表す。

凡　　例

既設ケーブルラック

接地線　（既設）

既設ハンドホール

配線立上げ、引下げ

埋設配管配線

既設ケーブルラック上配線

既設配線

屋内閉鎖型

屋内閉鎖型 新設

新設

記　号 名　　称 仕 様 備　　　考

４

６

屋内閉鎖型 新設

（既設ＦＥＰ管）

３．電気室内レイアウト変更に伴う既設幹線ケーブル長不足分を補うため、一部幹線ケーブルを新設し、

※接続１

　　ＣＶＴ１００°（既設）　－　ＥＭ－ＣＥＴ１００°（新設）　　×４箇所

　　ＣＶＴ２２°（既設）　　－　ＥＭ－ＣＥＴ１４°（新設） ×１箇所

　　以下の直線接続を行う。

※接続２

　　ＣＶＴ２２°（既設） －　ＥＭ－ＣＥＴ２２°（新設） 　　×３箇所

　　ＣＶＴ３８°（既設） －　ＥＭ－ＣＥＴ３８°（新設） 　　×１箇所

床はつり補修

※Ａ

※接続１

※Ｂ

※接続２

６ｋＶＥＭ－ＣＥＴ３８°（Ｇ７０）

６ｋＶＥＭ－ＣＥＴ３８°

６ｋＶＥＭ－ＣＥＴ３８°（Ｇ７０）

床はつり補修　１００φ×１箇所

６ｋＶＥＭ－ＣＥＴ３８°　立上り保護（Ｇ７０）

２．配線、電線管の撤去後の１階電気室床面開口部を補修する。

既設床開口補修（別途工事） 寸法、数量は図示による

100φ×2 100φ×1 100φ×1

配電塔へ

100φ×3 100φ×1

100φ×1

配線凡例

１．図中※印表記の配線仕様は下記による。

※Ａ

　　ＥＭ－ＣＥＴ１００°、Ｅ３８°　　 ３φ３ＷＡＣ　Ｐ１系統　　空調制御盤

　　ＥＭ－ＣＥＴ１００°、Ｅ３８°　　 ３φ３ＷＡＣ　Ｐ２系統　　空調制御盤

　　ＥＭ－ＣＥＴ１００° ３φ３ＷＡＣ　Ｐ３系統　　空冷チラー電源盤（１）

　　ＥＭ－ＣＥＴ１００° ３φ３ＷＡＣ　Ｐ４系統　　空冷チラー電源盤（２）

　　ＥＭ－ＣＥＴ２２°、Ｅ８° ３φ３ＷＡＣ　Ｐ５系統　　空冷チラー電源盤（３）

※Ｂ

　　ＥＭ－ＣＥＴ２２°、Ｅ１４° １φ３ＷＡＣ　Ｌ１系統　　ＥＸ－２－１

　　ＥＭ－ＣＥＴ２２°、Ｅ８° １φ３ＷＡＣ　Ｌ２系統　　ＥＸ－２－２、３、４

　　ＥＭ－ＣＥＴ３８°、Ｅ５．５°×２ １φ３ＷＡＣ　Ｌ３系統　　Ｌ－１、Ｌ－２

　　ＩＶ３８°（既設）　　　－　ＥＭ－ＩＥ３８°（新設） ×２箇所

　　ＩＶ８°（既設）　　　　－　ＥＭ－ＩＥ８°（新設） ×１箇所

　　ＩＶ５．５°（既設） －　ＥＭ－ＩＥ５．５°（新設） 　　×６箇所

　　ＩＶ８°（既設）　　 －　ＥＭ－ＩＥ８°（新設） 　　×１箇所

　　ＩＶ１４°（既設）　 －　ＥＭ－ＩＥ１４°（新設） 　　×１箇所

低圧動力盤№１

新設

以降、構内配電線路図参照

50φ×1

50φ×1

　　ＥＭ－ＣＥＴ２２°、Ｅ５．５°×２ １φ３ＷＡＣ　Ｌ４系統　　ＥＸ－２－４

　　ＥＭ－ＣＥ３．５°－３Ｃ、Ｅ５．５°　　１φ３ＷＡＣ　Ｌ６系統　　ポータブルファン専用電源

　　ＥＭ－ＣＥ８°－３Ｃ、Ｅ５．５°　 １φ３ＷＡＣ　Ｌ７系統　　北側駐車場ゲート電源

　　ＣＶ８°－３Ｃ（既設） －　ＥＭ－ＣＥ８°－３Ｃ（新設）　　　　×１箇所

　　ＣＶ３．５°－３Ｃ（既設）　－　ＥＭ－ＣＥ３．５°－３Ｃ（新設）　　×１箇所

ＥＭ－ＩＥ１４°　（ＥＡ）
ＥＭ－ＩＥ１００°（ＥＢ）

ＥＭ－ＩＥ１００°（ＥＢ）
ＥＭ－ＩＥ１４°　（ＥＡ）

ＥＭ－ＩＥ１００°（ＥＢ）
ＥＭ－ＩＥ１４°　（ＥＡ）

（Ｇ２８）

（Ｇ２８）

以降、構内配電線路図参照

記　号 名　　称　・　仕　　様 備　　　考

壁はつり補修

壁はつり補修　１００φ×２箇所

（Ｆ・ＦＥＰ８０）

６ｋＶＥＭ－ＣＥＴ３８°（Ｆ・ＦＥＰ８０）

６ｋＶＥＭ－ＣＥＴ３８°（Ｇ７０）

ＳＵＳ製防水型プルボックス　SS300×300×200

寸法、数量は図示による

寸法、数量は図示による

100φ×1

※止水処理を施すこと
２．既設配線については事前に調査を行うこと。発注図と現地が異なる場合は現地を優先させること。

ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ（漏電警報配線）

既設ＣＶＣＦ盤

既設バスダクト

既設副表示器

既設バスダクト 取外し再取付

天井内ころがし配線

４．受変電設備撤去、設置に合わせて図中斜線表記部のバスダクトの取外し再取付を行う。

　　バスダクトを再設置する際、以下のボルトを新設する。

・盤接続部　：　Ｍ１２×５０　　×１６個所

・バスダクト相互接続部（２箇所）　：　Ｍ１２×５０　　×計６個所

（Ｇ２８）
ＥＭ－ＩＥ１００°（ＥＢ）
ＥＭ－ＩＥ１４°　（ＥＡ）

以降、構内配電線路図参照

受変電設備　側面図　Ｓ＝１／５０

５．図中の受変電設備の寸法は参考値とする。ただし、既設バスダクト接続部及び電気室内の収まりを

　　考慮し、Ｗ＝５８４０以下とする。

４ ３ ２ １

ケーブル表示札

受変電設備　電気室詳細図・ピット配線図（改修）
A1:1/50
A3:1/100 E-04

09/12

縮尺 図面番号

通し番号

工事名称

課　長 担　当部　長

図面名称

課長補佐 係　長

東北大学（片平）金研スーパーコンピューター棟受変電設備改修工事

登録番号 第 286043号

島　岡　 玉　樹　　

一　級　建　築　士

東北大学（片平）金研スーパーコンピューター棟
受変電設備改修設計業務検図承認

番号

製図検図

設計業務名

東北・札幌・名古屋・九州第１２９６１号

一級建築士事務所 本社

支所

東京

総 合 設 備 計 画会社
株式

東 北 事 務 所

東北大学金属材料研究所

日月

令和 ２ 年度
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受変電設備　電気室詳細平面図　Ｓ＝１／５０
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受変電設備　電気室詳細断面図（Ａ－Ａ’）　Ｓ＝１／５０

受変電設備　ピット配線図　Ｓ＝１／５０

以降、構内配電線路図参照

１

受変電設備凡例

２

３

４

５

６

９

高圧受電盤

低圧計算機盤

金網（扉共）

低圧動力盤

低圧電灯盤

金網

接地端子盤

屋内閉鎖型

屋内閉鎖型

扉付　Ｈ＝2,350

Ｈ＝2,350

自立開放型

自立開放型

露出壁掛型

撤去

撤去

撤去

撤去

残置

10

11

金網

フレームパイプ

10

11

Ｈ＝700

露出壁掛型

撤去

撤去、組立図参照

TR-2

TR-3

TR-4

SC-1

SC-2

LBS-1

LBS-2

LBS-3

LBS-4

LBS-5

三相変圧器 6.6kV/210V 300KVA 油入 撤去

三相変圧器 6.6kV/210V 30KVA 油入 撤去

単相変圧器 6.6kV/210-105V 50KVA 油入 撤去

進相コンデンサ 100kvar 撤去

進相コンデンサ 100kvar 撤去

高圧負荷開閉器

高圧負荷開閉器

高圧負荷開閉器

高圧負荷開閉器

高圧負荷開閉器

7.2kV200A PF:50A 撤去

7.2kV200A PF:10A 撤去

7.2kV200A PF:50A 撤去

7.2kV200A PF:20A 撤去

7.2kV200A PF:20A 撤去

既設接地線　（残置）

６ｋＶＣＶＴ３８°(Ｅ７５)

※ＦＥＰ管は壁面取付（露出）

ＣＶＴ２５０°（Ｇ９２）×２

ＣＶＴ２２°（Ｅ５１）

ＣＶＴ１５０°（Ｇ８２）

ＣＶＴ２５０°（Ｇ９２）×２

ＣＶＴ２２°（Ｅ５１）

ＣＶＴ１５０°（Ｇ８２）

６ｋＶＣＶＴ３８°（ＦＥＰ８０）

ＣＶＴ１５０°（Ｇ８２）

ＣＶＴ２２°（Ｅ５１）
ＣＶＴ２５０°（Ｇ９２）×２

６ｋＶＣＶＴ３８°

ＣＶＴ２２°
ＣＶＴ２５０°×２

ＣＶＴ１５０°

既設接地線　（残置）

ＣＶＴ２２°（Ｅ５１）
ＣＶＴ２５０°（Ｇ９２）×２

ＣＶＴ１５０°（Ｇ８２） 既設接地線　（残置）

注　　記

１．図中の電気設備を撤去する。

　　ただし、図中細点線表記の機器、盤、配線等は除く。

６ｋＶＣＶＴ３８°(Ｅ７５)

凡　　例

記　号

既設ケーブルラック

名　　称　・　仕　　様 備 考

残置

既設接地線　（残置）

既設バスダクト 残置

２．変圧器、及び進相コンデンサ用の取付架台も撤去する。

既設ハンドホール 残置

配線立上げ、引下げ

露出ＦＥＰ管内配線

埋設配管配線

既設ケーブルラック上配線

高圧配線（ＯＣ）

既設配線 残置

撤去

撤去（配管残置）

撤去（ケーブルラック残置）

撤去

既設配線切離し

変圧器へ

配電盤２次側既設配線切離し
※既設配線は残置

ＯＣ３８°×３（高圧母線）

500 1,470 970 970 1,110 830 830 160

2,
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0

600
1,100

2,350

830

フレームパイプ組立図　Ｓ＝１／５０

撤去

2,
35

0

配電塔へ

６ｋＶＣＶＴ３８°　立上り保護(Ｅ７５) ＣＶＴ２５０°　立上り保護（Ｇ９２）×２

ＣＶＴ２２°　　立上り保護（Ｅ５１）

ＣＶＴ１５０°　立上り保護（Ｇ８２）

６ｋＶＣＶＴ３８°（既設ＦＥＰ管）、配管は残置

撤去

幹線分岐盤Ｍ－１ ※１

開閉器箱 ※２

７

８

７ ８

ＣＶＴ２５０°×６

撤去

撤去

３．幹線分岐盤Ｍ－１の仕様（※１）は以下とする。

　　鋼板製壁掛型、ＭＣＣＢ３Ｐ４００ＡＦ／４００ＡＴ×２、ＭＣＣＢ３Ｐ２２５ＡＦ／１２５ＡＴ×１

４．開閉器箱の仕様（※２）は以下とする。

　　鋼板製壁掛型、ＭＣＣＢ３Ｐ２２５ＡＦ／２２５ＡＴ×１

記　号 名　　称 仕　　　様 備 考

TR-1 三相変圧器 6.6kV/210V 1000KVA 油入 撤去、低圧計算機盤内組込

受変電設備　電気室詳細図・ピット配線図（撤去）
A1:1/50
A3:1/100 E-07
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縮尺 図面番号

通し番号

工事名称

課　長 担　当部　長

図面名称

課長補佐 係　長

東北大学（片平）金研スーパーコンピューター棟受変電設備改修工事

登録番号 第 286043号

島　岡　 玉　樹　　

一　級　建　築　士

東北大学（片平）金研スーパーコンピューター棟
受変電設備改修設計業務検図承認

番号

製図検図

設計業務名

東北・札幌・名古屋・九州第１２９６１号

一級建築士事務所 本社

支所

東京

総 合 設 備 計 画会社
株式

東 北 事 務 所

東北大学金属材料研究所

日月

令和 ２ 年度
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